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広島法科大学院論集 第 13号（2017年） -163 
は，私たちの使命は全うできないので，そういう職責を持った資格であると
いうところについてもずっと頭の隅に置いておいてもらったらと思います
し一緒に仕事をしている仲間の弁護士，弁護士は一人でやると言いました
けど，本当に一人でやる事件もありますが，それ以外に一緒にやる仕事もた
くさんあります。一昨年，弁護士会の副会長の仕事をさせてもらって，そこ
は本当にチームで仕事をしたのですが，そういういろんな方の考え方なんか，
意見なども聞いてそういう仕事もあって，その中でもやっぱりみんな同じ方
向を向いていると思えたのですね，最後の最後，弁護士が何をして，何を考
えるべきなのか，そういったところはロースクールなどで学んでいくという
ことも大事ですが，やっぱり一人ひとり考えていっておいてもらうというこ
とが大事なのではないかと思いますo
＊糸永アナウンサー
ありがとうございます。最後，元裁判官の下村さんに，はい，プロフェッショ
ナルとして はい。
女下村匡美氏
最近読んだ本の中に裁判官は無責任であると書いでありました。確かにそ
うなのですね。裁判官がわざととか故意とか悪意を持って間違ったら，それ
はもちろんあってはならないことですし 国家賠償にもなるのでしょうけれ
ども，普通にやって地裁と高裁で判断が違うということはよくありますよね。
女糸永アナウンサー
はい。
女下村民美氏
同じ証拠を検討して判断が異なったときに，裁判官が一々責任を問われる
ことになると，司法制度・裁判制度が成り立たないと書かれていたのです。
なるほどそのとおりであると思ったのですが，だからこそ公正な；v.場から，
そのとき持てる力を，全力を傾けてこの判断が正しいのかどうかということ
を，いわば人格をかけて判断するということが必要なのだなと思っています。
164 「現代社会に挑むプロフェッショナル～自己実現と女性法律家～」（下村・河合・平谷・糸永・秋野）
確かに一審で、間違っていても高裁で直してもらえる，あるいは最高裁で是正
してもらえるという制度になっています。裁判官は，憲法・法律と良心に従っ
て正しいと考えれば，例えば「被告は原告に 10億円払え」，「100億円払え」
と判決に書くことができます。だからこそそのときに真剣にその証拠に向き
合い，法的判断はこれで間違ってないかということを真剣に考えて，それで
最終的な判断を出すということが必要なのだと思います。では自分自身を振
り返って，それが出来ていたのかと問われたら「うーん，それは何とも」と
いうところはあるのですけれども。それで、も だからこそ日々の努力という
のが大事なことだと思っています。
＊糸永アナウンサー
ありがとうございます。今日は法曹界のそれぞれのお立場で活躍するお三
方から非常に貴重なお話をいただきました。どうぞ皆さん，三人の皆さんに
大きな拍手をお送りくださいませ。ありがとうございました。大変貴重な機
会でした，ありがとうございます。
＊進行係
はい，ありがとうございました。有意義な2時間を過ごしていただけまし
たとしたら企画した側として非常にうれしく思います。それでは下村さん，
河合さん，平谷さん，そして糸永アナウンサーに今一度，大きな拍手をお送
りください。ありがとうございました，それでは以上をもちまして「女性法
律家によるパネルデイスカッション」を終了致します。お忘れ物などござい
ませんようにお気をつけてご退席ください。本日のご来場，誠にありがとう
ございました。
女下村，河合，平谷，糸永
ありがとうございました。
